





















































たとえば Wilcox（2009）は、日本で QR コードとモバイルクーポンが普及していること指
摘し、今後は東アジアを中心に北米、西欧においてモバイルクーポンの利用者数が急増する













（たとえば Dickinger & Kleijnen 2008）は少なく、モバイルクーポンはあくまでも、モバイル
マーケティングに含まれる一つの手法として分類され、その特徴と重要性を指摘するにとど




































Dickinger & Kleijnen 2008）。日本の消費者を対象にした研究においても、メールで利用者に












動であるとすると考えている。多くの研究が、Fishbein & Ajzen （1975）が提唱した合理的行
動理論（Theory of Reasoned Action: TRA）に基づく因果モデルによって、その利用意思決定
メカニズムを検証している（たとえば Shimp & Kavas 1984）。しかし、Ajzen（1985）が合理
的行動理論に「行動のコントロール感」という概念を導入して発展させた計画的行動理論
（Theory of Planned Behavior: TPB）を提唱してから、後者を理論的背景とする研究もみられ
る（たとえば Kang et al. 2006）。
また、特にモバイルクーポンといった、利用者にとって技術的に新しい要素を含む行動を
対象とする場合は、技術採用モデル（Technology Acceptance Model: TAM）（Davis, et al. 
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ち、調査体系の確認 : manipulation check のためにプレテストを行なった。その結果を踏ま
え、質問票のワーディングや調査方法の改善点について再考し、本調査に臨んだ。
本調査の調査期間は、2011 年 5 月 9 日から 5 月 18 日である。調査サンプルとして、首都















Dickinger & Kleijnen (2008) より 3 項目、「行動への態度」および「主観的規範」は Shimp & 
Kavas (1984) よりそれぞれ 3 項目ずつ、「行動のコントロール感」は Kang, et al (2006) より 3











































































検証に移る二段階アプローチ（Two-Step Approach）（Anderson & Gerbing 1988）の手法に従





各潜在変数に対する信頼性の尺度として、クロンバックの α 係数、および CR（Construct 
Reliability）を、妥当性の尺度として AVE（Average Variance Extracted）を用いた。それら
の結果をまとめたものが表 2 である。
　まず 5 つの潜在変数の信頼性について、クロンバックの α 係数は 1 つを除いたすべて
が 0.8 以上の値であり、また CR はすべてが 0.9 以上の値であったことから、一定以上の内
的整合性を有していると判断した。Nunnally（1978）によれば、潜在変数の信頼性として、
クロンバックの α 係数が 0.72 以上であることが望ましいとされるが、過去の利用経験のみ、
クロンバックの α 係数は 0.68 であった。しかし CR の値については高い内的整合性を示し
ており、これらの数値から総合的に考えて、許容できると判断した。妥当性については、す
べての潜在変数について AVE が 0.6 以上の値を示しており、一定以上の収束的妥当性を有し
ていると判断した（Hair et al. 2010）。
表 2 : クロンバックの α 係数、CR、AVE
N=254 α 係数 CR AVE
行動意図 0.95 0.99 0.86
行動への態度 0.82 0.98 0.61
主観的規範 0.88 0.99 0.72
行動のコントロール感 0.92 0.99 0.8







こ と に し た。 そ れ ぞ れ の 値 は、GFI ＝ 0.94、AGFI ＝ 0.91、CFI ＝ 0.98、TLI ＝ 0.97、
RMSEA ＝ 0.053 であった。GFI、AGFI は 0.9 以上、CFI、TLI は 0.92 以上、RMASE は 0.07







れぞれ、GFI ＝ 0.93、AGFI ＝ 0.89、CFI ＝ 0.97、TLI ＝ 0.96、RMSEA ＝ 0.063 であった。
AGFI を除いたすべての指標が示す値は Hair et al.（2010）が許容範囲として示す基準を見た
いている。AGFI のみ 0.9 を下回っているものの、その値は 0.89 であり、許容できると判断
した。
表 3　分析モデルの評価 
χ2 GFI AGFI CFI TLI RMSEA
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